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関数を使用した氏名の分離と合成の学習 

エクセルの名簿で、氏名の分離と合成の仕方を学習します。 

＜本日の学習＞ 

 A． 氏名の分離： 「茂原 太郎」   → 「茂原 」 「太郎」 

 B． 氏名の合成： 「茂原 」 「太郎」 → 「茂原 太郎」 
 

＜使用する関数＞ 

A．a.分離：「茂原 太郎」 → 「茂原 」  
 １）関数：LEFT(文字列, 文字数) 
                  文字列の左端から取り出す文字数を数値で指定します。 

取り出す文字を含む文字列またはセルを指定します。 

 

 

                                       
 
                                      
 

２）関数：FIND(検索文字列, 対象) 

検索文字列を含む文字列を指定します。 

検索する文字列を指定します。 

   

 
 

 
 
  
 ３）関数：LEFT（文字列, 文字数）   文字数：FIND（検索文字列, 対象） 
 
 
 
 
 
 

 b.分離：「茂原 太郎」 → 「太郎」  

    関数：SUBSTITUTE(文字列, 検索文字列,置換文字列) 
                         置き換える文字列を指定します。 

                   置き換えたい文字列を指定します。 

           置き換える文字を含む文字列またセルを指定します。 

 
 
 
 
 

B． 氏名の合成： 「茂原 」 「太郎」 → 「茂原 太郎」 

     関数： 「セル１」＆「セル２」→「セル１＋セル２」    下記例＝D3＆E3 
 
 
 
 
 
 

茂原 太郎から左２文字を取出した 

茂原 太郎のスペース位
置が３文字目と検索 

スペース位置までを取り出せた。 

茂原 太郎の茂
原 を“”と置
き換え（削除す
る）太郎だけ残
る。 

D3の茂原下 と E3の太郎を結合し、“茂原下 太郎”と結合された。 

D3, 

D3, 
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関数を使用した氏名の分離と合成の学習 

 

１ページ目を参照に下記表を完成してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※エクセルの２０１３バージョンをお持ちの方は、「データ」→「フラッシュフィル」機能を 
使うと、簡単に同じことができますので確認してみてください。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ここには、全て数式が入ります。 

B3～F3の式をコピーし各行に貼り付けます。 

ここには

自由に氏

名を入れ

てみてく

ださい。 

D3, 


